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東

京

都

北

区

条

例

第

二

号

東

京

都

北

区

空

家

等

及

び

居

住

建

築

物

等

に

係

る

緊

急

措

置

に

関

す

る

条

例

（

目

的

）

第

一

条

こ

の

条

例

は

、

適

切

な

管

理

が

行

わ

れ

て

い

な

い

空

家

等

及

び

居

住

建

築

物

等

が

、

人

の

生

命

、

身

体

又

は

財

産

に

重

大

な

危

険

を

及

ぼ

す

お

そ

れ

が

あ

る

こ

と

に

鑑

み

、

急

迫

の

危

険

を

回

避

す

る

た

め

の

措

置

に

つ

い

て

必

要

な

事

項

を

定

め

る

こ

と

に

よ

り

、

危

険

を

未

然

に

防

止

し

、

も

っ

て

区

民

の

安

全

を

確

保

す

る

こ

と

を

目

的

と

す

る

。

（

定

義

）

第

二

条

こ

の

条

例

に

お

い

て

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

用

語

の

意

義

は

、

当

該

各

号

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

一

空

家

等

空

家

等

対

策

の

推

進

に

関

す

る

特

別

措

置

法

（

平

成

二

十

六

年

法

律

第

百

二

十

七

号

）

第

二

条

第

一

項

に

規

定

す

る

空

家

等

を

い

う

。

二

居

住

建

築

物

等

建

築

基

準

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

二

百

一

号

）

第

二

条

第

一

号

に

掲

げ

る

建

築

物

及

び

そ

の

敷

地

を

い

い

、

空

家

等

以

外

の

も

の

を

い

う

。

（

勧

告

）

第

三

条

区

長

は

、

人

の

生

命

、

身

体

又

は

財

産

に

危

険

を

及

ぼ

す

お

そ

れ

が

あ

る

空

家

等

若

し

く

は

居

住

建

築

物

等

の

所

有

者

若

し

く

は

管

理

者

又

は

居

住

建

築

物

等

の

占

有

者

（

以

下

こ

れ

ら

の

者

を

「

所

有

者

等

」

と

い

う

。

）

に

対

し

、

当

該

空

家

等

又

は

居

住

建

築

物

等

に

関

し

、
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危

険

を

未

然

に

防

止

す

る

た

め

の

必

要

な

措

置

を

速

や

か

に

行

う

よ

う

勧

告

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

緊

急

措

置

）

第

四

条

区

長

は

、

人

の

生

命

、

身

体

又

は

財

産

に

対

す

る

急

迫

す

る

危

険

が

あ

る

と

認

め

ら

れ

る

空

家

等

又

は

居

住

建

築

物

等

に

関

し

、

前

条

の

規

定

に

よ

る

勧

告

又

は

他

の

手

段

に

よ

っ

て

は

当

該

危

険

を

防

止

す

る

た

め

の

時

間

的

余

裕

が

な

く

、

緊

急

の

措

置

を

行

う

必

要

が

あ

る

と

認

め

ら

れ

る

場

合

に

限

り

、

空

家

等

又

は

居

住

建

築

物

等

の

別

に

応

じ

て

、

当

該

危

険

を

避

け

る

た

め

の

必

要

最

小

限

度

の

措

置

を

自

ら

行

い

、

又

は

そ

の

命

じ

た

者

若

し

く

は

委

任

し

た

者

に

行

わ

せ

る

こ

と

が

で

き

る

。

２

前

項

の

規

定

に

よ

る

措

置

を

行

う

者

は

、

そ

の

身

分

を

示

す

証

明

書

を

携

帯

し

、

関

係

者

の

請

求

が

あ

っ

た

と

き

は

、

こ

れ

を

提

示

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

３

区

長

は

、

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

措

置

を

自

ら

行

い

、

又

は

そ

の

命

じ

た

者

若

し

く

は

委

任

し

た

者

に

行

わ

せ

た

と

き

は

、

当

該

措

置

に

係

る

内

容

を

所

有

者

等

に

通

知

す

る

も

の

と

す

る

。

た

だ

し

、

通

知

を

受

け

る

べ

き

者

を

確

知

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

場

合

は

、

公

示

を

も

っ

て

こ

れ

に

代

え

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

委

任

）

第

五

条

こ

の

条

例

の

施

行

に

関

し

必

要

な

事

項

は

、

東

京

都

北

区

規

則

で

定

め

る

。

付

則
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こ

の

条

例

は

、

平

成

三

十

一

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。



東

京

都

北

区

規

則

第

十

八

号

東

京

都

北

区

空

家

等

及

び

居

住

建

築

物

等

に

係

る

緊

急

措

置

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

（

趣

旨

）

第

一

条

こ

の

規

則

は

、

東

京

都

北

区

空

家

等

及

び

居

住

建

築

物

等

に

係

る

緊

急

措

置

に

関

す

る

条

例

（

平

成

三

十

一

年

三

月

東

京

都

北

区

条

例

第

二

号

。

以

下

「

条

例

」

と

い

う

。

）

の

施

行

に

関

し

、

必

要

な

事

項

を

定

め

る

も

の

と

す

る

。

（

用

語

の

意

義

）

第

二

条

こ

の

規

則

に

お

い

て

使

用

す

る

用

語

の

意

義

は

、

条

例

に

お

い

て

使

用

す

る

用

語

の

例

に

よ

る

。

（

勧

告

）

第

三

条

条

例

第

三

条

の

規

定

に

よ

る

勧

告

は

、

勧

告

書

（

別

記

第

一

号

様

式

）

に

よ

り

行

う

も

の

と

す

る

。

（

緊

急

措

置

）

第

四

条

条

例

第

四

条

第

一

項

の

措

置

は

、

空

家

等

又

は

居

住

建

築

物

等

の

危

険

部

位

の

除

去

又

は

注

意

喚

起

看

板

、

防

護

柵

等

の

設

置

、

空

家

等

の

倒

木

の

お

そ

れ

の

あ

る

立

木

の

固

定

又

は

切

除

そ

の

他

の

急

迫

の

危

険

を

未

然

に

防

止

す

る

た

め

の

措

置

と

す

る

。

２

条

例

第

四

条

第

二

項

の

証

明

書

は

、

緊

急

措

置

実

施

者

証

明

書

（

別

記

第

二

号

様

式

）

と

す

る

。
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３

条

例

第

四

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

る

通

知

は

、

緊

急

措

置

実

施

通

知

書

（

別

記

第

三

号

様

式

）

に

よ

り

行

う

も

の

と

す

る

。

（

費

用

の

徴

収

）

第

五

条

区

長

は

、

条

例

第

四

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

措

置

を

講

じ

た

と

き

は

、

所

有

者

等

に

対

し

、

当

該

措

置

に

要

し

た

費

用

を

請

求

す

る

も

の

と

す

る

。

付

則

こ

の

規

則

は

、

平

成

三

十

一

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。
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別記第１号様式（第３条関係） 
第      号 
年  月  日 

         様 
 

東京都北区長        印 
 

勧 告 書 
 
 あなたが（所有・管理・占有）する下記の（空家等・居住建築物等）について、東京都

北区空家等及び居住建築物等に係る緊急措置に関する条例第３条の規定により、速やかに

下記の措置をとるよう勧告します。 
 

記 
 
１ 対象となる空家等又は居住建築物等 
  所在地 
   
 
  所有者等の住所及び氏名 
  （法人にあっては、主たる事務所の所在地、名称及び代表者の氏名） 
 
 
２ 勧告に係る措置の内容 
 
 
 
３ 勧告に至った事由 
 
 
 
４ 勧告の責任者 
 
 
 
 
 
 
 
備考  この勧告に係る措置を実施した場合は、遅滞なく連絡してください。 
   （連絡先：東京都北区               電話           ） 
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別記第２号様式（第４条関係） 
（表） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（裏） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

第      号
緊急措置実施者証明書 

 
職  名 
 
氏  名 
 
 

上記の者は、東京都北区空家等及び居住建築物等に係る緊急措置に関する条例第

４条の規定に基づき、緊急措置を行う者であることを証する。 
 
  年 月 日 
 
 

東京都北区長         印 

東京都北区空家等及び居住建築物等に係る緊急措置に関する条例 
（平成３１年３月東京都北区条例第２号）（抜粋） 
第４条 区長は、人の生命、身体又は財産に対する急迫する危険があると認められる空

家等又は居住建築物等に関し、前条の規定による勧告又は他の手段によっては当該危

険を防止するための時間的余裕がなく、緊急の措置を行う必要があると認められる場

合に限り、空家等又は居住建築物等の別に応じて、当該危険を避けるための必要最小

限度の措置を自ら行い、又はその命じた者若しくは委任した者に行わせることができ

る。 

２ 前項の規定による措置を行う者は、その身分を示す証明書を携帯し、関係者の請求

があったときは、これを提示しなければならない。 

３ （略） 

 

 



別記第３号様式（第４条関係） 
第      号 
年  月  日 

         様 
 

東京都北区長        印 
 

緊 急 措 置 実 施 通 知 書 
 
 あなたが（所有・管理・占有）する下記の（空家等・居住建築物等）について、東京都

北区空家等及び居住建築物等に係る緊急措置に関する条例第４条第１項の規定により、下

記のとおり措置を行ったので、同条第３項の規定により通知します。 
 

記 
 
１ 対象となる居住建築物等又は空家等 
  所在地 
   
 
  所有者等の住所及び氏名 
  （法人にあっては、主たる事務所の所在地、名称及び代表者の氏名） 
 
 
２ 措置の内容 
 
 
 
３ 措置の実施日 
 
 
 
４ 措置の費用 
 
 
 
５ 措置を講じた理由 
 
 
 
備考 この通知を受領した際は、遅滞なく連絡してください。 
   （連絡先：東京都北区               電話           ） 
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